
一宮ロジスティクスセンター　完成
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物流機能と就業環境向上

オリックス不動産株式会社　　
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に
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設計コンセプト

「繊維のまち一宮」を内外装で表現

（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　８月２１日　（金曜日）

　
オ
リ

ク
ス
不
動
産
が
愛

知
県
一
宮
市
で
開
発
を
進
め

て
き
た
マ
ル
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テ
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ト
型

物
流
施
設
﹁
一
宮
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス
セ
ン
タ

﹂
が
完
成

し
た

複
数
の
高
速
道
路
の

Ｉ
Ｃ
に
近
接
し

関
東
・
関

西
・
北
陸
と
東
海
エ
リ
ア
を

結
ぶ
広
域
配
送
の
適
地
に
立

ち

柔
軟
な
区
画
設
計
で
多

様
な
テ
ナ
ン
ト
ニ

ズ
に
対

応
す
る

シ
ン
グ
ル
ラ
ン
プ

ウ

イ
で
１

４
階
に
直
接

ア
ク
セ
ス
し

全
て
の
階
に

最
大

台
の
大
型
車
︵



車
︶
が
同
時
接
車
で
き
る
ト

ラ

ク
バ

ス
を
備
え
る


設
計
は
前
田
建
設

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は

前
田
建
設
・
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｙ
Ａ

が
担
当
し
た


■所　在　地：愛知県一宮市萩原町林野鷺宮１の１
■敷地面積：３万，㎡
■事　業　者：オリックス不動産株式会社
■設　計　者：前田建設工業株式会社
■施　工　者：前田建設・ＴＳＵＣＨＩＹＡ
■建物規模：ＲＣＳ造４階建て延べ７万，㎡
■駐　車　場：普通車台（うち軽自動車台）

大型トラック待機場台
■工　　期：年６月日～年４月日

　写真提供前田建設
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現
場
技
術
者
は
入
社

年
未
満
の
経
験
の
浅
い
若

手
が
多
く

Ｒ
Ｃ
Ｓ
造
と
い
う
こ
と
も
あ
り

着
工

当
初
は
思
う
よ
う
に
作
業
が
進
ま
な
か

た

２
０

２
５
年
４
月
か
ら
現
場
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に
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た

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前
田
建

設
の
湯
浅
滝
一
郎
作
業
所
長
は
﹁
現
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で
働
く
職
員

た
ち
の
休
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を
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保
し

時
間
外
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制

を
厳
守
し
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
工
程
確
保
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ら
び
に
短
縮
す
る
た

め
知
恵
を
絞

た
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と
振
り
返
る


　
建
設
地
の
東
と
南
側
は
敷
地
に
余
裕
が
な
く

周

辺
に
は
多
く
の
物
流
施
設
が
立
ち
並
ぶ
こ
と
か
ら
周

囲
の
道
路
を
大
型
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
な
ど


厳
し
い
現
場
環
境
下
で
施
工
の
円
滑
化
が
求
め
ら
れ

た

資
機
材
の
搬
入
路
や
作
業
ヤ

ド
を
確
保
す
る

た
め

北
側
の
駐
車
場
ス
ペ

ス
の
地
下
部
分
に
配

置
す
る
雨
水
貯
留
槽
施
工
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
順
序
を

調
整
し
た
ほ
か
外
周
フ

ン
ス
な
ど
を
先
行
整
備


﹁
現
場
全
体
の
作
業
内
容
や
施
工
手
順
を
シ
ミ

レ


シ

ン
し
な
が
ら

パ
ズ
ル
や
ゲ

ム
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
最
適
解
を
探
し

出
す
の
に
苦
労
し
た
﹂
︵
湯
浅
所
長
︶


　
工
程
短
縮
だ
け
で
な
く

施
工
精
度
や
品
質
の
確

保
で
も
検
討
を
重
ね
た

屋
根
外
壁
面
か
ら
の
漏
水

対
策
で
は

折
板
屋
根
の
納
ま
り
検
討
や
外
壁
腰
壁

か
ら
の
漏
水
防
止
対
策

外
壁
貫
通
部
の
止
水
処
理

な
ど
を
入
念
に
検
討
・
確
認
し
た


　
生
産
性
向
上
に
は
快
適
な
職
場
づ
く
り
も
欠
か
せ

な
い

職
長
会
と
協
力
し

安
全
作
業
や
現
場
で
働

く
人
た
ち
の
健
康
管
理
を
徹
底

特
に
夏
季
の
猛
暑

対
策
に
力
を
入
れ
熱
中
症
患
者
の
発
生
を
抑
え
た


　
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て

毎
日
行
う
夕
礼
の
中

で
若
手
技
術
者
ら
へ
の
技
術
的
指
導
や
施
工
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
共
有
す
る
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
い

た

﹁
若
手
と
の
食
事
会
な
ど
も
行
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な
が
ら
積
極

的
に
交
流
し

風
通
し
良
く
何
で
も
気
軽
に
話
せ
る

職
場
づ
く
り
を
心
掛
け
た
﹂
と
湯
浅
所
長

今
回
の

現
場
を
経
験
し
た
中
堅
・
若
手
職
員
の
成
長
に
目
を

細
め
る


　
多
く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て

当
初
の
予
定
通

り
に
今
年
４
月
末
に
無
事
竣
工
し
た

周
囲
か
ら
感

謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
湯
浅
所
長

は

﹁
工
程
確
保

短
縮
な
ど

現
場
が
一
つ
に
な


て
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
を

き
ち
ん

と
評
価
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
だ
﹂

と
笑
み
を
こ
ぼ
す


外観（北東側） カフェテリア

　このたび、愛知県一宮市において開発を進めてまいりまし
た一宮ロジスティクスセンターが無事竣工を迎えました。開
発にあたりご理解・ご協力をいただいた地域の皆さまならび
に関係者の皆さまに、心より御礼申し上げます。
　近年、物流業界ではニーズの多様化に加え、人手不足や環
境負荷などの社会課題への対策が求められています。当施設
は、こうした社会的背景を踏まえ、物流機能の高度化と就業
環境の向上を両立する施設として開発いたしました。

　関東・関西・北陸と東海地方を結ぶ交通の結節点に位置す
る当施設は、広域配送拠点として高い利便性を有しています。
また、最小約坪から利用可能な区画設定や各階への同時
接車を可能とするシングルランプウェイを採用し、多様な
ニーズにお応えします。さらに、２カ所のカフェテリアを設
けるなど、快適な就業環境の整備にも注力しました。
　環境面では、太陽光発電設備による自家消費や、オリックス
株式会社から供給される非化石証書付き電力の活用により、
施設内で使用する電力の％を再生可能エネルギー由来の
電力として利用できます。また、ＺＥＢ最高ランクである
『ＺＥＢ』を取得するなど、環境に配慮した設計としました。
　当施設は、当社の物流施設開発において多数の実績を有す
る前田建設工業株式会社の設計・施工により実現しました。当
社は今後も、物流業界を取り巻く環境変化やお客さまのニー
ズを捉えた物流施設の開発・供給を進めてまいります。

倉
庫
内
観
︵
１
階
︶

　本施設は名古屋中心部から㎞圏内に位置
し、東海北陸自動車道の一宮稲沢北ＩＣおよ
び一宮西ＩＣに近接するほか、名神高速道路
や名古屋高速道路とも接続する交通の要衝に
ある。都心部配送と広域配送の双方に対応で
きる物流拠点として計画した。敷地はもとも
と農地であったため、水路の付け替えや周辺
道路の整備により敷地形状を整え、４階建て

のマルチテナント型物流施設を整備した。
　施設はランプウェイ方式を採用し、各階にトラックバース
を配置することで、各フロア３テナント、最大テナントま
で分割可能としている。また、トラック、乗用車、自転車・
バイクの動線を分離するとともに、歩行者動線についても可
能な限り分離し、安全性の向上を図った。

　デザインは「繊維のまち一宮」をコンセプトとし、製織工
程に着想を得て、経糸と緯糸が織りなす生地づくりの過程を
外装デザインに表現した。内装は糸を連想させるラインを基
調とし、エントランスではルーバーやライン照明、ボーダー
タイルを用いることで、落ち着きのある空間を演出している。
　浸水対策として、１階倉庫床レベルを前面道路より２ｍ高
く設定するとともに、受変電設備や非常用発電機を屋上に設
置し、受水槽なども架台上に配置することでＢＣＰに配慮し
た。さらに、屋根への太陽光発電設備の設置をはじめ、全館
ＬＥＤ照明、ＥＶ充電スタンド、人感センサー、節水型衛生
器具を採用し、沿道や敷地周囲には緑地を配置するなど環境
負荷低減にも取り組んでいる。これらの取り組みにより、ＣＡ
ＳＢＥＥ認証ＡランクおよびＢＥＬＳ評価★６を取得した。
　前田建設工業株式会社　建築事業本部関西設計部

設計第２グループ　池田　栄二


